
 

 

 

 

 

 

 

謹賀新年  

旧年中は当社業務にご尽力を頂き、御礼申し上げます。 

 

総務省統計局によると、昨年 9 月の時点で日本の高齢者人口は 3,623 万人で、総人口に占める割合は

29.1%です。これは日本では過去最高で、世界でも最も高くなっています。1950 年には高齢者の割合

は僅か 4.9%だったのですが、本年は 30.1%になると予測されています。日本人の 3-4 人に一人が高

齢者ということです。 

 

現在は 65 歳以上を高齢者とし、65-74 歳までを前期高齢者、75 歳以上を後期高齢者と分けて定義さ

れていますが、平均寿命もここ約 40 年間で 7 歳以上のびていますので、何歳からを高齢者と呼ぶのか

議論を呼ぶところではあります。 

 

いずれにしましても、若い労働人口が減少する一方で、元気な高齢者が豊かな人生経験や知見を発揮し、

活躍する時代になったと言えるかもしれません。そうは言いながらも、やはり体力をはじめ色々なから

だの機能は弱くなって参りますので、当社は本年もエイジフレンドリーな職場づくりに努め、皆様が安

心して業務に従事できる現場を目指して参りたいと思います。皆様におかれましても健康第一に、より

良い職場づくりのための発展的ご意見をお聞かせ下さい。 

 

新年のご挨拶で毎年申し上げておりますが、当社の業務は、直接的・間接的に人々の健康を守り、製造

物の品質を保証するという社会にとって無くてはならないものです。皆様は、どうぞ当社の理念「誠心

誠意」そして誇りをもって日々の業務にお取組み下さい。その結果、企業が順調に発展すれば、皆様が

賃金や労働環境面でさらに安心して働けるという好循環が生まれます。 

 

本年もどうぞ、株式会社 日本保健衛生協会のかけがえのない一員として、益々の社業発展にお力添え頂

きますようよろしく御願い申し上げます。 

 

末尾になりましたが、皆様の新年のご多幸を心より祈念申し上げます。 

            2024 年 1 月吉日 
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災害時の感染症について 
はじめに 

このたびの令和 6年能登半島地震により、被害に遭われた皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

被災地の一日も早い復旧を、心よりお祈り申し上げます。 

 

今でも被災地では、被災した人の多くが避難所での生活を余儀なくされていますが、感染症も拡大していると言われ

ています。厳しい環境下ではあると思いますが出来る範囲での感染症対策が必要です。 

今月は国立感染症研究所が発表している、 

「令和 6年能登半島地震による石川県における被害･感染症に関するリスクアセスメント表」より 

   総合のリスク評価が 3の感染症をまとめました。 

参考資料はこちらです⇒令和６年能登半島地震（2024年 1月） (niid.go.jp)

 

地域・避難所で流行する可能性が高い感染症 

◆急性呼吸器感染症（インフルエンザ・COVID-19）を含む  

⇒避難所の過密状態が継続する場合に流行する可能性がある。 

対策 ） 手指衛生やマスクを含む咳エチケット、ワクチンで防ぐこともできる。 

※東日本大震災時に、寒冷・脱水・ストレスの影響による肺炎リスクの増加が示唆された研究もある。 

 

◆感染性胃腸炎 / 急性下痢症 

⇒断水の影響等により安全な水の利用が困難になり、感染性胃腸炎の発生及び感染拡大のリスクが高い。 

対策 ） 手指衛生対策の強化・食品衛生管理の強化・トイレの衛生状態の保持 

※避難所において嘔吐・下痢の症状が出現した際は速やかに避難者・支援者含め全ての避難所関係者に周知する。 

 

公衆衛生上の重要性（罹患率・致命率・社会的）が高い感染症 

◇破傷風 

⇒がれき撤去等の作業による外傷後、泥流や土壌曝露後に感染しうる。※特にワクチン未接種の世代にリスクがある。 

 

◇創傷関連皮膚 ・ 軟部組織感染症 

⇒がれき撤去等の作業に伴う受傷により可能性がある 

 

◇麻疹（はしか） 

⇒輸入例等によって持ち込まれ、また避難所に感受性者（乳幼児やワクチン未接種者等）が居住する場合、 

重症かつ空気感染に伝播する麻疹は警戒する必要がある。 

※麻疹様症状を呈する者が認められた場合は速やかな隔離が必要である。 

対策 ） ワクチンで防ぐことができる。 

 

◇侵襲性髄膜炎菌感染症 

⇒飛沫感染により伝播し、集団生活で感染する可能性がある。※一部重症化することがある。 

 

インフルエンザが流行する季節ですので、日頃より手指衛生とマスクによる咳エチケットで予防のご協力をお願いします。 

今月の
特  集 

https://www.niid.go.jp/niid/ja/disaster/12445-saigaikiji-2.html

